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社会問題から見た心の病：   「アスペルガー障害」 
 

昭和大学教授・附属烏山病院院長 加藤進昌（かとうのぶまさ） 
 
知的な障害がないにもかかわらず、学習が困難で成長後も社会生活に支障をきたす疾患

群を発達障害と総称する呼び方が定着してきた。具体的にはアスペルガー障害、注意欠陥/
多動性障害（AD/HD）と学習障害（LD）を指すが、中でもアスペルガー障害は、その頻度
の高さと、最近頻繁に報道される特異な事件のいくつかで加害者の背景にあることが知ら

れるようになって、特に注目されている。 
 
アスペルガー障害をめぐる社会状況 
耳目に新しいところでは少年犯罪調書漏洩事件があるが、最初に新聞でアスペルガーの

名前が大きく取り上げられたのは豊川主婦殺害事件(2000)であろう。「人を殺してみたかっ
た」という供述は社会を震撼させた。最近では調書漏洩事件を含め、アスペルガーの診断

がやや安易に乱発されているようにも思われる。ただし、アスペルガー障害が犯罪に直結

するというような理解は誤りであり、いくつかの動機が理解しがたい「突き抜けた」犯罪

でその障害特性との関連が注目されるという意味である。 
文科省が行った全国の小中学校での調査(評価対象者 41,579人、2002)で、知的には問題
はないが何らかの学習困難もしくは行動の異常を示す児童の比率は 6.3％にのぼると推定
された。この報告と社会的な関心の高まりが契機となって、2004年暮れに発達障害者支援
法が成立し、その具体化に向けて教育基本法も改正(2007)され、従来の特殊教育が「特別支
援教育」と装いを変えて全国展開が始まっている。 
 
アスペルガー障害概念の普及 
 自閉症は 1943年にカナーによって記載されたが、ほぼ同時期にウイーンの小児科医であ
るアスペルガーによって古典的自閉症のような知的障害は無く、社会的予後も悪くないが、

行動様式が類似した一群が記載された（1944)。これがウイング(1981)によってアスペルガ
ー症候群として改めてまとめられ、急速に普及するに至った。 
アスペルガー障害の頻度がどれくらいかについては、その周辺群（自閉症スペクトラム

障害autistic spectrum disorder; ASDと総称される）をどうとらえるかによって異なるが、
おおよそ 1％前後(0.5～1.5％)と見るのが妥当ではないかと思われる。臨床的には、患者の
家族をたどると、障害の程度は軽く社会的にも成功しているが患者と似た肉親の多いこと

に気づかれ、それをどう捉えるかに悩むことが多い。 
 
アスペルガーは増えているか？ 
このような高い頻度になってきたのはなぜだろうか。最も一般的な説明は、新しい概念

が認識されるようになって周辺群（特に高機能群）が続々と見つかり、ケースの掘り起し
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が進んだ、偏見も相対的には減ってきて分類されやすくなったというもので、それを証明

する報告もある。しかし逆に、定点観測で同一評価者が同一地域で調べていても増えてい

るという報告もある。 
筆者にとっても 30年前の臨床現場で、こんなにあちらでもこちらでもアスペルガーの人
たちに会った記憶が無い。いったいどこから出てきたの？というのが素直な感想なのであ

る。児童精神科の専門医に聞いてみても「とにかく高機能群がやたらに多くなった」とい

う感想が圧倒的である。やっぱり純増もしていると受け取っておくべきではなかろうか。 
 
アスペルガー障害の成因―遺伝要因と環境要因 
 アスペルガー障害の成因としては、一般の疾患と同様に遺伝と環境の両要因が考えられ

る。また、最近では遺伝と環境という二元論ではなく、遺伝的な情報も環境因子によって

変わりうることもわかってきた（epigenetics）。一卵性双生児でのアスペルガー障害の一致
率は 90％程度といわれ、二卵性双生児での一致率が 10％以下とされるのに比較して、その
差はきわめて大きい。このような顕著な差は他の精神疾患では見られないものであり、遺

伝要因の関与は明らかといえる。 
では、それだけですべてのアスペルガー障害は説明されるのか？胎内環境を含む環境要

因は関与していないのか？この答えは世界的に見てもまだ解決されていない。最近のアス

ペルガー障害の増加にはやはり環境要因も無視できないのではないかと筆者らは考え、胎

生期における環境ホルモンなどの影響を疑って、現在研究を進めている 1)。これにはアスペ

ルガー障害が 4 倍程度男性に多いという性差が重要なキーではないかとも考えている。オ
キシトシンの欠乏が自閉症モデル動物として有力であるとの報告が、日本人研究者（東北

大学の西森教授らと金沢大学の東田教授らのグループ）から近年発表された。オキシトシ

ンは分娩促進作用で周知の性差に関わるホルモンであり、きわめて示唆的である。 
 
アスペルガー障害の脳画像研究 
山末らはアスペルガー障害の一卵性双生児で脳部位の大きさの比較をMRIのコンピュー
ター処理によって 82名の健常対照群と比較した。その結果、社会性やコミュニケーション
に関わる脳部位では双生児の二人とも有意に健常群より小さかったのに対して、扁桃体で

はうつ病を合併していた一人のみで有意差が見られた（図１）２）。この結果は、アスペルガ

ー障害における社会的対人接触の障害が遺伝的に規定されているのに対して、情動の中枢

である扁桃体はより環境の影響が大きいことを示唆する。 
近赤外線光トポグラフィー(NIRS)は、非侵襲的かつ簡便に前頭葉機能を測定できるので、

年齢を問わず応用可能な検査法である。桑原らはアスペルガー障害では課題遂行時の血流

上昇が前頭前野で見られないことを初めて示した(図２)３）。このような検査を簡便迅速に行
うことができれば、アスペルガー障害を客観的に診断できるので臨床的価値が大きいと期

待される。 
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大人になったアスペルガー 
アスペルガー障害は児童に限るものではない。むしろ知的に高い例では義務教育の時期

には問題は顕在化せず、自立した対人関係と社会参加が求められる成人後に事例化するこ

とも多い。一方成人になってから受診する例では発達期の問題は見逃されやすく、パーソ

ナリティー障害や統合失調症との鑑別はしばしば困難である。 
歴史上有名な人物がアスペルガー障害であったのではないかという例は多い。傑出した

才能を示すこともある彼らに社会で生きていくスキルを教え、また挫折して受診に至った

例では適確に診断し対処の指針を与えることは、対処の誤りが犯罪にいたる例もありうる

ことを考えれば、社会にとって喫緊の課題といえるのではなかろうか。 
 
発達障害への理解を科学のことばで 
アスペルガー障害の脳科学的研究はまだその端緒の段階である。しかし、欧米のニュー

ロサイエンスの趨勢は明らかにその方向に焦点を当てつつある。わが国でもこれまでの臨

床的な取り組みは諸外国に決して劣らなかったと自負できるし、世界に先駆けての情報発

信につながればと念じてもいる。ひいてはアスペルガー障害の成り立ちについて科学の言

葉で語ることができ、そこで得られた知識を当事者やご家族の皆さんに還元したいと思う。 
それによって、彼らの「生きやすさ」に何がしかの道筋を示すことができ、支援の方策を

探るのに役立つことを望んでやまない。 
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図 1２） アスペルガー障害の一卵性双生児例について、MRI上で健常群 82例に比較して体
積が有意に小さいと判定された脳部位。A)左上側頭溝、B)左紡錘状回、C)右前頭前野では
twin A,Bともに小さかったのに対し、D)右扁桃体ではうつ病を合併していた twin Aのみで
有意に小さかった。左上は A,B 両名の各脳部位の大きさを健常群と比較してプロットした
図。E)は有意差の見られた部位を 2 名合わせて（上）、A,B それぞれに分けて(下)、脳水平
断面に示した２）。 
 

 
図 2３） 成人アスペルガー障害 10例とマッチした対照群 10例で、語流暢性課題（例：「あ」
で始まる言葉を制限時間内に出来るだけ多く挙げる）施行時の酸素化ヘモグロビン変化を

示した。アスペルガー障害では課題の成績は変わらないのに変化が見られない３）。 


